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生
活
保
護
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

い
わ
ゆ
る
「
骨
太
の
方
針
二
〇
〇
六
」
は
、
「
（
社
会
保
障
）
給
付
の
伸
び
を
抑
制
す
る
こ
と
が
必
要
」
、
「
以
下
の
内

容
に
つ
い
て
、
早
急
に
見
直
し
に
着
手
し
、
可
能
な
限
り
二
〇
〇
七
年
度
に
、
間
に
合
わ
な
い
も
の
に
つ
い
て
も
二
〇
〇
八

年
度
に
は
確
実
に
実
施
す
る
」
と
し
て
い
た
が
、
列
挙
さ
れ
て
い
る
も
の
の
う
ち
「
生
活
扶
助
基
準
に
つ
い
て
、
低
所
得
世

帯
の
消
費
実
態
等
を
踏
ま
え
た
見
直
し
を
行
う
」
と
す
る
点
と
「
級
地
の
見
直
し
を
行
う
」
と
す
る
点
が
未
実
施
で
あ
る
。

し
か
る
と
こ
ろ
、
二
〇
〇
七
年
九
月
一
日
の
北
海
道
新
聞
で
は
、
「
厚
生
労
働
省
が
、
生
活
保
護
費
の
給
付
の
基
本
と
な
る

基
準
額
の
算
定
方
法
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
二
〇
〇
八
年
度
か
ら
引
き
下
げ
る
方
向
で
検
討
を
始
め
た
」
と
報
道
さ
れ
て
い

る
。
厚
生
労
働
省
は
、
保
護
基
準
額
の
算
定
方
法
の
見
直
し
の
検
討
を
し
て
い
る
の
か
。
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
引

き
下
げ
る
方
向
の
検
討
か
。
ま
た
、
し
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
当
面
検
討
の
予
定
は
な
い
の
か
、
前
記
骨
太
の
方
針
二
〇
〇

六
記
載
の
方
針
は
変
更
さ
れ
た
の
か
。

二

一
の
北
海
道
新
聞
の
記
事
で
は
、
「
厚
労
省
は
近
く
有
識
者
ら
に
よ
る
検
討
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
年
内
を
目
標
に
基
準
額

の
算
定
方
法
を
見
直
す
。
」
と
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
厚
生
労
働
省
は
、
生
活
保
護
基
準
見
直
し
に
関
す
る
有
識
者
会
議
を

設
置
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。
も
し
、
あ
る
と
す
れ
ば
、
い
つ
か
ら
ど
の
よ
う
な
趣
旨
で
設
置
し
、
い
つ
ま
で
に
結
論
を
出

一



す
予
定
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
か
。

三

今
、
継
続
審
議
に
な
っ
て
い
る
最
低
賃
金
法
改
正
法
案
に
お
い
て
、
地
域
別
最
低
賃
金
は
「
生
活
保
護
に
係
る
施
策
と
の

整
合
性
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
生
活
保
護
基
準
額
が
も
し
下
が
れ
ば
、
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
目
標
額
も
連
動
し
て
下
が
る
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

右
質
問
す
る
。

二


